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【
う
ら
へ
続
く
】

　

皆
既
月
食（
31
日
）。「
欠

け
て
い
く
様
子
が
き
れ
い

に
見
え
た
」「
完
全
に
隠

れ
た
と
き
は
赤
み
が
か
っ

て
い
た
」「
ス
ー
パ
ー
・

ブ
ル
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
ム
ー

ン
と
い
う
よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
疑
惑
。「
国

有
地
売
却
に
関
連
し
て
近

畿
財
務
局
が
森
友
と
の
価

格
調
整
に
努
め
る
と
す
る

内
部
記
録
が
発
覚
し
た
」

「
前
国
会
で
財
務
省
は
事

前
価
格
交
渉
を
否
定
し
て

い
た
。
矛
盾
し
て
い
る
」

「
国
会
愚
弄
も
は
な
は
だ

し
い
」「
今
国
会
で
全
容

を
解
明
し
て
欲
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

仮
想
通
貨
取
引
所
の

コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
か
ら

５
８
０
億
円
分
の
仮
想
通

貨
Ｎ
Ｅ
Ｍ(

ネ
ム
）
が
流

出
。「
驚
い
た
。
こ
の
種

の
犯
罪
で
は
過
去
最
高
額

　

志
位
委
員
長
・
小
池
書

記
局
長
は
１
月
26
・
27
日
、

安
倍
政
権
の
「
働
き
方
改

革
」
を
追
及
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
財
界
は
20
年

間
、
労
働
基
準
法
の
労
働

時
間
の
適
用
除
外
を
政
府

に
求
め
続
け
て
き
た
と
述

べ
、
今
回
の
「
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」

＝
「
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
」

も
財
界
要
求
そ
の
も
の
で

あ
り
、
労
働
団
体
は
一
貫

し
て
反
対
で
、
労
働
者
が

望
む
働
き
方
と
は
正
反
対

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
企
画
業
務
型

裁
量
労
働
の
拡
大
」
は
、

ど
れ
だ
け
働
い
て
も
「
み

な
し
時
間
分
」
の
残
業
代

だ
け
と
な
る
労
働
者
を
営

業
分
野
に
ま
で
拡
大
し
、

低
賃
金
と
過
労
死
の
温
床

を
広
げ
る
だ
け
と
指
摘
、

法
案
の
撤
回
を
求
め
ま
し

た
。

　

ま
た
月
85
時
間
の
残
業

を
「
過
重
な
労
働
」
と
認

定
し
た
名
古
屋
高
裁
判
決

を
取
り
上
げ
、
残
業
を
月

１
０
０
時
間
ま
で
可
能
に

す
る
政
府
案
は
「
過
労
死

の
合
法
化
」
だ
と
追
及
。

「
残
業
は
週
15
時
間
、
月

45
時
間
、
年
３
６
０
時
間

ま
で
」
と
い
う
大
臣
告
示

を
法
制
化
し
、
こ
れ
を
超

え
る
残
業
を
認
め
な
い
こ

と
、
さ
ら
に
終
業
か
ら
翌

日
の
始
業
ま
で
最
低
11
時

間
以
上
空
け
る
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
な
ど
、
働
く
人
の

立
場
に
た
つ
労
働
基
準
法

の
抜
本
改
正
を
要
求
し
ま

し
た
。

  

財
界
の
立
場
の
「
働
か
せ
方
大
改
悪
」

 

残
業
代
ゼ
ロ
制
度
撤
回
せ
よ

 

過
労
死
な
く
す
法
改
正
を

    

日
本
共
産
党 

国
会
連
日
追
及

だ
」「
顧
客
資
産
や
シ
ス

テ
ム
の
不
適
切
管
理
が
常

態
化
し
て
い
た
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

蔵
王
山
の
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
が
２
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。「
蔵
王
温
泉
観
光

協
会
が
風
評
被
害
を
懸
念

し
て
い
た
」「
本
白
根
山

の
噴
火
で
、
草
津
温
泉
で

は
１
週
間
で
８
０
０
０
件

も
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た

の
観
測
・
警
戒
体
制
の
強

化
・
充
実
が
必
要
な
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
火
山

ご
と
に
熟
知
し
た
専
門
家

を
配
置
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、
十
分
な
人
材
と
体
制

を
整
え
る
こ
と
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
し
か
し
火
山
研

究
者
は
、
活
火
山
１
１
１

に
対
し
て
40
人
程
度
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
背
景
の
一
つ

に
は
、
長
期
間
の
地
道
な

研
究
が
必
要
な
の
に
、
短

期
で
成
果
が
求
め
ら
れ
る

「
成
果
主
義
」が
あ
り
ま
す
。

　

観
測
体
制
の
整
備
と
あ

わ
せ
て
、研
究
者
の
育
成
、

気
象
庁
の
火
山
専
門
職
員

の
養
成
・
増
員
が
急
務
で

す
。

火
し
ま
し
た
。
本
白
根
山

は
約
３
０
０
０
年
間
噴
火

し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ

て
き
た
た
め
事
実
上
「
ノ

ー
マ
ー
ク
」
で
し
た
。

　

今
回
の
噴
火
は
火
山

　

１
月
23
日
、
草
津
白
根

山
の
本
白
根
山
が
突
然
噴

本
白
根
山
噴
火　

ノ
ー
マ
ー
ク

　

火
山
ご
と
に

　

十
分
な
観
測
・
警
戒
体
制
を

と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
初
場
所
、
平
幕

の
栃
ノ
心
が
初
優
勝
。「
大

け
が
を
乗
り
越
え
幕
下
か
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ら
は
い
上
が
っ
た
」「
優

勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
爽
や

か
だ
っ
た
」「
不
祥
事
が

相
次
ぐ
な
か
、
ニ
ュ
ー
ヒ

ー
ロ
ー
の
誕
生
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

網
走
気
象
台
が
流
氷
初

日
を
発
表
（
１
月
28
日
）。

「
平
年
よ
り
も
７
日
遅
く
、

昨
年
よ
り
は
３
日
早
い
と

の
こ
と
」「
連
日
の
寒
波

に
流
氷
は
既
に
到
達
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
」

　

窓
の
外
の
木
に
、
鳥
の

餌
台
を
作
っ
た
。
パ
ン
く

ず
を
置
い
て
お
く
と
、
け

っ
こ
う
大
き
な
鳥
の
ヒ
ヨ

ド
リ
が
来
る
。
餌
を
た
ら

庭
の
ヒ
ヨ
ド
リ

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
２
日
の
雪
は
あ
ま
り

積
も
ら
な
く
て
助
か
っ

た
」「
寒
さ
が
き
び
し
い
」

し
た
が
、
歴
代
政
権
の
も

と
で
保
険
料
値
上
げ
や
サ

ー
ビ
ス
取
り
上
げ
の
制
度

改
悪
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
制
度
を
充
実
し
持

続
可
能
な
制
度
に
す
る
に

は
、
公
費
負
担
の
割
合
を

大
幅
に
増
や
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

年
は
９
万
８
２
７
６
円
へ

と
１
・
18
倍
に
増
加
。
一

方
消
費
支
出
は
同
期
間
で

６
％
の
減
少
で
す
（
図
）。

　

非
消
費
支
出
の
極
端

な
増
加
は
介
護
保
険
料

で
、
同
期
間
で
１
・
84
倍

で
す
。
介
護
保
険
制
度
は

「
家
族
介
護
か
ら
社
会
で

支
え
る
介
護
へ
」
と
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
導
入
さ
れ
ま

　

家
計
支
出
の
う
ち
社

会
保
険
料
や
直
接
税
に

あ
た
る
非
消
費
支
出
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
総

務
省
「
家
計
調
査
」
に

よ
る
と
、
２
人
以
上
の

勤
労
者
世
帯
の
非
消
費

支
出
は
２
０
０
５
年
月
額

８
万
３
４
２
９
円
か
ら
16

家計を圧迫する

　　非消費支出の増加

　

米
科
学
誌
は
１
月
25

日
、「
終
末
時
計
」
の
残

り
時
間
を
２
分
と
発
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
過
去
最

短
で
、
米
ソ
冷
戦
中
で
核

戦
争
の
危
険
が
高
ま
っ
た

１
９
５
３
年
以
来
で
す
。

　

同
誌
は
「（
米
国
と
北

朝
鮮
）
双
方
に
よ
る
大
げ

さ
な
言
葉
使
い
と
挑
発
的

な
行
動
が
、
偶
発
的
も
し

く
は
判
断
ミ
ス
に
よ
る
核

戦
争
へ
の
可
能
性
を
高
め

て
い
る
」
と
警
告
す
る
声

明
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
名
護
市
の
「
ヘ

リ
基
地
反
対
協
議
会
」が
、

世
界
の
正
義
と
平
和
、
人

権
の
た
め
に
活
動
す
る
個

人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
韓

国
の
「
池チ
・
ハ
ク
ス
ン

学
淳
正
義
平
和

賞
」
を
受
賞
し
、
１
月
22

日
に
辺
野
古
の
新
基
地
建

設
の
現
場
近
く
の
テ
ン
ト

村
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ビ
ョ
ン
・
ヨ
ン
シ
ク

審
査
委
員
長
は
、
過
去
20

年
を
超
え
て
新
基
地
建
設

反
対
運
動
を
非
暴
力
の
抵

抗
で
展
開
し
、
沖
縄
の
土

地
と
海
と
平
和
を
守
る
た

た
か
い
に
献
身
し
て
い
る

と
受
賞
理
由
を
述
べ
ま
し

た
。
ヘ
リ
基
地
反
対
協
の

安あ
し
と
み

次
富
浩
共
同
代
表
は
、

沖
縄
の
た
た
か
い
に
対
す

る
評
価
を
喜
び
、
米
軍
基

地
撤
去
の
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

非
暴
力
で
新
基
地
建
設
に
抵
抗

名
護
「
ヘ
リ
基
地
反
対
協
」
に

　
　

韓
国
の
「
正
義
平
和
賞
」

「終末時計」

地球滅亡まで
 　　あと２分
“The Bulletin of the Atomic Scientists”
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「
湯
沸
か
し
器
の
お
湯
が

で
な
か
っ
た
。
給
水
管
が

途
中
で
凍
っ
た
」「
日
本

ふ
く
食
べ
た
ら
、
少
し
離

れ
た
塀
に
と
ま
っ
て
き
ょ

ろ
き
ょ
ろ
し
て
い
る
。
飛

び
立
つ
様
子
が
な
い
。
何

日
か
観
察
し
て
わ
か
っ

た
。
ど
う
や
ら
、
餌
を
食

べ
た
後
、
ま
だ
残
っ
て
い

る
餌
を
他
の
鳥
か
ら
守
っ

て
い
る
よ
う
な
の
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

海
側
で
も
寒
さ
が
異
常

で
水
道
管
が
破
裂
し
て
い

る
」


